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支所と各地区の公共施設を再編
光ファイバー　そこが知りたい
みんなで育てる、地域の足

子ども手当の申請をお忘れなく
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「初秋の風景」 石田詩子さん（14頁に紹介記事）
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4月に支所と公民館を集約した和田コミュニティ
センター。支所に用事のある人のほか、地域づくり
協議会やサークル、市民活動など、さまざまな市民
が行き来します

地域づくり協議会の会議風景

支支支支所所所所とととと各各各各地地地地区区区区のののの公公公公共共共共施施施施設設設設をををを再再再再編編編編
～将来を支える新たな運営体制への転換～

将
来
の
健
全
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
合
併
支

援
措
置
の
終
了
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少
や
職
員
数
の
削
減
な
ど

に
対
応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
見
直
し
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
市
役
所
の
組
織
体
制
や

公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
検
討
し
、
将
来
を
支
え
る
た
め
の
新
た

な
運
営
体
制
に
転
換
し
ま
す
。

千
倉
支
所
は
、
外
房
地
区
の
業
務
の
一
部
を
補
う
基
幹
的
支
所
に
、

そ
の
ほ
か
の
5
支
所
は
、
諸
証
明
の
発
行
と
取
り
次
ぎ
業
務
、
地
域

づ
く
り
を
主
体
と
し
、
地
域
福
祉
機
能
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
地
域

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
ま
す
。
各
地
区
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
地

区
別
の
再
編
プ
ラ
ン
を
立
て
、
統
廃
合
す
る
一
方
で
賑
わ
い
と
交
流

の
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

財
政
を
縮
小

平
成
33
年
度
に
は
、
合
併
に
よ
る
国
の

財
政
支
援
の
期
限
を
迎
え
、
現
在
、
約
１

９
０
億
円
の
予
算
を
、
１
５
０
億
円
か
ら

１
６
０
億
円
規
模
と
す
る
必
要
が
あ
り
、

事
業
の
選
択
と
集
中
が
急
務
で
す
。

職
員
数
の
削
減

財
政
縮
減
に
は
、
職
員
数
の
削
減
は
必

須
で
す
。
昨
年
度
策
定
し
た
定
員
適
正
化

計
画
で
は
、
平
成
22
年
度
当
初
の
職
員
数

６
２
４
人
を
５
年
間
で
75
人
削
減
し
、
５

４
９
人
と
す
る
計
画
で
す
。
次
の
５
カ
年

で
も
同
規
模
の
削
減
を
見
込
ん
で
お
り
、

ス
リ
ム
化
に
対
応
し
た
組
織
体
制
や
人
材

育
成
が
必
要
で
す
。

公
共
施
設
の
集
約
　

市
内
の
公
共
施
設
は
、
老
朽
化
や
維
持

経
費
な
ど
の
面
か
ら
、
す
べ
て
の
施
設
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
施

設
の
役
割
や
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

集
約
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
立
し
た
地
域
づ
く
り

合
併
後
の
地
域
の
あ
り
方
は
、
全
国
的

に
も
地
域
意
識
の
希
薄
化
や
疲
弊

ひ
へ
い

感
、
活

力
の
低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
や

地
域
の
「
安
心
・
い
き
が
い
・
賑
わ
い
」

を
つ
く
り
、
住
民
主
体
の
自
立
し
た
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
と
、
地

域
の
特
性
と
市
民
力
を
生
か
し
た
「
市
民
が

集
ま
る
活
力
の
場
づ
く
り
」
が
必
要
で
す
。

支
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
諸
証
明
の
発
行
や

本
庁
へ
の
取
り
次
ぎ
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
進
め
る
地
域
づ
く
り
を
主
体
と

し
た
業
務
に
転
換
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
地
域
福
祉
機
能
の
配

置
の
検
討
を
し
、
新
た
な
地
域
の
賑
わ
い

や
安
心
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
再
編
は
、
各
地
域
の
状
況

に
よ
り
、
支
所
や
公
民
館
、
ま
た
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
サ
ー

ビ
ス
を
集
約
し
、
地
域
特
性
に
あ
っ
た
、

柔
軟
で
利
便
性
の
高
い
「
新
し
い
市
民
の

よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な
る
多
機
能
な
施
設
と

し
ま
す
。

市
の
現
状
と
課
題

新
し
い
「
地
域
の
よ
り
ど
こ

ろ
」
へ
の
転
換

◎
千
倉
支
所
は
外
房
地
区
の

基
幹
的
支
所
に

◎
5
支
所
は
新
し
い

地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
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さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
っ
た
「
賑
わ
い
と
交
流
」
の

施
設
づ
く
り
に
向
け
た
公
共
施
設
の
集
約

白
浜
支
所
集
約
プ
ラ
ン

白
浜
支
所
に
公
民
館
や
地
域
づ
く
り
機

能
と
、
郵
便
局
や
土
地
改
良
区
な
ど
の
機

関
を
集
約
し
、
白
浜
公
民
館
は
基
本
的
に

解
体
す
る
方
針
で
す
。

フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
再
編
プ
ラ
ン

現
在
の
文
化
施
設
の
位
置
づ
け
を
、
産

業
振
興
や
新
た
な
観
光
振
興
拠
点
に
転
換

し
ま
す
。

千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー
集
約
プ
ラ
ン

千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
支
所
や
公
民
館
、

地
域
づ
く
り
機
能
を
集
約
し
、
千
倉
支
所

お
よ
び
千
倉
公
民
館
は
基
本
的
に
解
体
す

る
方
針
で
す
。

施
設
の
集
約
に
伴
い
、
Ｊ
Ａ
安
房
千
倉

支
店
隣
接
の
市
が
保
有
す
る
土
地
を
駐
車

場
と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
倉
支
所
解
体
後
の
跡
地
は
、
地
域
の

交
通
機
関
の
結
び
つ
き
や
駐
車
場
な
ど
の

機
能
を
集
約
す
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

と
し
て
整
備
を
行
い
、
有
効
活
用
し
ま
す
。

将
来
的
に
丸
山
公
民
館
に
支
所
、
地
域

づ
く
り
機
能
を
集
約
し
、
丸
山
分
庁
舎
に

配
置
し
て
い
る
教
育
委
員
会
お
よ
び
水
道

部
を
移
転
し
ま
す
。

和
田
地
域
新
施
設
整
備
プ
ラ
ン

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
支
所
、

公
民
館
、
地
域
づ
く
り
機
能
を
集
約
し
、

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
地
域
振
興
施
設
を
整
備

し
ま
す
。

な
お
、
和
田
支
所
お
よ
び
和
田
公
民
館

は
す
で
に
解
体
済
み
で
す
。

和
田
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
約
プ
ラ
ン

和
田
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
南
三
原
公

民
館
を
集
約
し
、
南
三
原
公
民
館
は
基
本

的
に
解
体
す
る
方
針
で
す
。

問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
推
進
室
　
℡
33
│
１
０
３
１

職
員
数
を
増
員
し
、
当
初
は
正
職
員
22
人
、

非
常
勤
職
員
３
人
、
地
域
づ
く
り
担
当
２

公
共
施
設
再
編
地
区
別
プ
ラ
ン

公
共
施
設
の
再
編
は
、
老
朽
化
へ
の
対

応
や
利
便
性
の
向
上
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど

を
基
本
方
針
と
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な

施
設
の
統
廃
合
と
、
地
域
特
性
を
生
か
し

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
っ
た
「
賑
わ
い
と

交
流
」
の
あ
る
施
設
集
約
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
施
設
の
状
況
や
各
地
区
の
状
況
に

よ
り
、
地
区
別
の
プ
ラ
ン
を
立
て
、
平
成

24
年
度
を
目
安
に
再
編
を
進
め
ま
す
。

耐
震
診
断
な
ど
を
行
っ
た
結
果
に
よ
っ

て
は
、
プ
ラ
ン
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

富
山
公
民
館
集
約
プ
ラ
ン

富
山
公
民
館
に
支
所
や
地
域
づ
く
り
機

能
を
集
約
し
、
富
山
支
所
は
、
企
業
ま
た

は
介
護
福
祉
施
設
な
ど
の
誘
致
を
行
い
有

効
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

三
芳
分
庁
舎
、
三
芳
支
所
を
市
の
保
健
・

福
祉
の
中
心
と
し
て
整
備
し
、
支
所
お
よ

び
地
域
づ
く
り
業
務
も
行
い
ま
す
。

富
山
・
三
芳
・
白
浜
・
丸
山
・
和
田
地
区

千
倉
支
所
を
除
く
５
支
所
は
、
支
所
の

名
称
を
「（
仮
称
）
地
域
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、

取
り
扱
う
業
務
は
、
主
に
諸
証
明
の
発
行

と
本
庁
へ
の
取
り
次
ぎ
業
務
、
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
業
務
に
転
換
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
地
域
福
祉
の
仕
組
み
の
配
置
を
検
討
し
、

各
地
域
の
賑
わ
い
や
安
心
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

職
員
数
は
、
２
年
か
ら
３
年
後
を
目
安

に
窓
口
業
務
で
非
常
勤
職
員
３
人
、
地
域

づ
く
り
業
務
な
ど
に
正
職
員
２
人
か
ら
３

人
程
度
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

千
倉
地
区

千
倉
支
所
は
、
名
称
を
「（
仮
称
）
外
房

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
こ
れ

ま
で
の
支
所
業
務
に
加
え
、
外
房
地
区
の

消
防
や
農
林
、
建
設
な
ど
を
補
完
す
る
業

務
を
行
い
、
緊
急
時
の
現
場
対
応
な
ど
、

市
域
の
広
さ
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制

と
し
ま
す
。

他
地
域
と
同
様
に
、
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

職
員
数
は
、
同
じ
く
２
年
か
ら
３
年
後

を
目
安
に
、
基
幹
的
業
務
に
対
応
で
き
る

千倉地区で集約を予定している
千倉保健センター

（
仮
称
）
地
域
セ
ン
タ
ー
と

（
仮
称
）
外
房
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
再
編

富
山
地
区

白
浜
地
区

丸
山
地
区

和
田
地
区

千
倉
地
区

三
芳
地
区

人
程
度
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。
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地
域
づ
く
り
協
議
会
の
創
設

白
浜
と
和
田
の
２
地
域
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
経

営
の
母
体
と
な
る
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

を
創
設
し
、
地
域
づ
く
り
支
援
員
を
配
置

し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
全
地
域
の
設
立
に
向
け
、

地
域
づ
く
り
担
当
者
の
配
置
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

市
長
へ
の
手
紙
、

市
長
出
前
講
座
の
実
施

市
長
へ
の
手
紙
に
は
、
78
通
で
85
件
の

意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
政

運
営
の
参
考
と
な
る
提
案
な
ど
も
多
く
、

職
員
の
問
題
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

市
長
出
前
講
座
に
は
、
９
団
体
で
３
６

２
人
の
参
加
が
あ
り
、
よ
り
き
め
細
か
な

意
見
交
換
の
場
と
し
て
市
民
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
主
な
取
り
組
み

市
政
懇
談
会
を
市
内
８
カ
所
で
実
施
し
、

財
政
状
況
や
行
政
改
革
の
推
進
、
新
た
に

取
り
組
む
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

情
報
提
供
の
充
実

わ
か
り
や
す
い
を
目
指
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

事
業
者
向
け
の
ペ
ー
ジ
を
新
設
す
る
な

ど
知
り
た
い
情
報
に
た
ど
り
つ
け
る
よ
う

に
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
音
声
読
み
上
げ

機
能
や
市
民
な
ど
か
ら
の
電
子
メ
ー
ル
で

の
問
い
合
わ
せ
に
暗
号
化
を
導
入
す
る
な

ど
、
よ
り
便
利
で
安
全
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
22
年
度
の
組
織
機
構
で
は
、
市
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
市
民
協
働
課
と
併
せ
て
各
支
所
に

協
働
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

地
産
地
消
・
資
源
循
環
を
推
進
す
る
地

域
資
源
再
生
室
を
設
置
し
て
、
新
た
な
地

域
力
を
見
い
出
し
、
地
域
の
活
性
化
を
主

眼
と
し
た
組
織
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

収
納
課
の
税
務
課
へ
の
統
合
、
環
境
都

市
づ
く
り
推
進
室
の
環
境
保
全
課
へ
の
統

合
な
ど
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

公
共
施
設
再
編
の
推
進

地
域
の
公
共
施
設
を
再
編
し
て
、
支

所
・
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
を
各
地
域

の
状
況
に
応
じ
て
集
約
し
、
市
民
の
「
安

心
・
生
き
が
い
・
賑
わ
い
」
を
創
り
出
す

拠
点
を
設
置
す
る
た
め
、
実
施
に
向
け
た

地
区
別
の
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
具
体
的
な

検
討
に
着
手
し
ま
し
た
。

和
田
地
区
で
は
本
年
４
月
、
和
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
支
所
機
能
と
公
民

館
機
能
を
集
約
し
ま
し
た
。

投
票
区
の
見
直
し

投
票
区
の
再
編
を
行
い
、
本
年
４
月
執

行
の
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
52
カ

所
の
投
票
区
を
27
カ
所
と
し
ま
し
た
。

市
立
幼
稚
園
お
よ
び

小
中
学
校
再
編
計
画
の
推
進

第
１
期
推
進
地
区
の
富
浦
地
区
で
は
、

八
束
小
学
校
と
富
浦
小
学
校
を
再
編
し
、

白
浜
地
区
で
は
、
長
尾
幼
稚
園
・
長
尾
小

市
で
は
、
自
主
的
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
「
南
房
総
市
行
政
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
歳

入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
る
幅
広
い
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

計
画
最
終
年
度
と
な
る
平
成
21
年
度
の
主
な
取
り
組
み
と
4
年
間
の
成
果
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市長出前講座（内房商工会女性部）

平
成
18
年
度
か
ら

平
成
21
年
度
の
累
積
財
政
効
果
額

16
億
5
7
9
7
万
円

市
行
政
改
革
の
取
り
組
み
成
果
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助
率
や
補
助
対
象
が
妥
当
で
あ
る
か
な
ど
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

職
員
の
駐
車
場
使
用
の
見
直
し

駐
車
場
利
用
協
力
金
に
関
す
る
基
本
方

針
を
策
定
し
、
通
勤
に
自
家
用
車
を
使
用

し
駐
車
場
を
利
用
す
る
職
員
は
、
利
用
協

力
金
を
月
額
８
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

財
政
効
果
額

財
政
効
果
額
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
上

回
る
職
員
の
定
員
適
正
化
や
補
助
金
の
削

減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ

た
結
果
、
平
成
18
年
度
が
７
９
４
８
万
円
、

学
校
と
白
浜
幼
稚
園
・
白
浜
小
学
校
を
再

編
し
、
平
成
23
年
４
月
１
日
に
新
た
に
富

浦
小
学
校
、
白
浜
幼
稚
園
・
白
浜
小
学
校

と
す
る
地
域
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

人
事
評
価
制
度
の
導
入

人
事
評
価
制
度
の
導
入
は
、
庁
内
で
の

検
討
・
協
議
を
経
て
、
人
事
評
価
マ
ニ
ュ

ア
ル
お
よ
び
第
１
次
試
行
方
針
を
策
定
し
、

平
成
21
年
10
月
か
ら
管
理
職
を
対
象
に
試

行
し
ま
し
た
。

補
助
金
な
ど
の
見
直
し

補
助
金
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、

平
成
21
年
度
当
初
予
算
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
、
減
額
ま
た
は
廃
止
36
件
、
現
行
維

持
64
件
、
新
設
３
件
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
見
直
し
基
準
に
基
づ
き
、
市

が
助
成
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
補

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

4
年
間
の
取
り
組
み
成
果

再編が進む富浦小学校

平
成
19
年
度
が
３
億
２
１
１
０
万
円
、
平

成
20
年
度
が
５
億
５
２
９
２
万
円
、
平
成

21
年
度
が
７
億
４
４
６
万
円
と
な
り
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
４
年

間
の
累
積
財
政
効
果
額
は
、
16
億
５
７
９

７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
数
の
推
移

将
来
的
な
年
齢
構
成
や
合
理
的
で
効
率

的
な
職
員
配
置
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
を

図
る
た
め
、
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

計
画
で
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
47
人

を
削
減
し
職
員
数
を
６
６
１
人
と
す
る
削

減
目
標
を
掲
げ
、
勧
奨
お
よ
び
早
期
退
職
制

度
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
合
併
時
の
職
員
数
は
、
７
０

８
人
で
し
た
が
、
平
成
22
年
４
月
１
日
時
点

で
の
職
員
数
は
６
２
４
人
と
な
り
、
当
初
の

職
員
数
に
比
べ
て
84
人
が
削
減
さ
れ
、
目
標

数
を
37
人
上
回
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

本
市
の
財
政
見
通
し
は
、
合
併
に
伴
う
財

政
支
援
措
置
終
了
後
の
平
成
33
年
度
に
は
地

方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、
現
在
の
予
算
規

模
よ
り
も
約
30
億
円
少
な
い
１
５
０
億
円
か

ら
１
６
０
億
円
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
職
員
数
を
１
５
０

人
程
度
縮
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
や
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
、
平
成
21
年
度
に
第
２
期
行
政

改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
全
庁
を
挙
げ
て
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
21
年
度
取
組
状
況
報
告
書
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
推
進
室
　
℡
33
│
１
０
３
１

累積財政効果額 

職員数の推移 

5億 10億 15億 20億 
（円） 

0

7,9487,948万4千 

3億2,1102,110万2千 

5億5,2925,292万2千 7億446446万2千 

7,948万4千 

3億2,110万2千 

5億5,292万2千 7億446万2千 

16億5,797万 16億5,797万 

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 

効果額 

580

600

620

640

660

680

700

720
（人） 

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 

目標 
実績 

708 705

691

694

661

681

641

661

624

※地方公共団体定員管理調査による（一部事務組合派遣職員含まず、教育長を含む） 
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パ
ソ
コ
ン
を
使
お
う
と
し
た
と
き
難
し

い
の
が
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
だ
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
や
身
障
者
向
け
に
文
字
が
大
き
く
、

ボ
タ
ン
で
簡
単
に
操
作
で
き
る
キ
ー
ボ
ー

ド
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ー
ボ
ー
ド
や

マ
ウ
ス
を
使
わ
な
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
と
呼
ば

れ
る
端
末
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

リ
モ
コ
ン
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
で
パ
ソ
コ

ン
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
「
テ

レ
ビ
サ
イ
ド
パ
ソ
コ
ン
」
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
機
の
中
に
も
テ
レ
ビ

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
応
し
た
テ
レ
ビ

も
あ
り
ま
す
。「
ア
ク
ト
ビ
ラ
」
や
「
ひ
か

り
Ｔ
Ｖ
」
で
は
テ
レ
ビ
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
番
組
が
見
ら
れ
ま
す
。

家
庭
用
電
話
機
に
も
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方

式
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
電
話
が

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　
℡
33
│
１
０
０
３

発
表
後
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
幹
線
は
市
が
整
備
し

ま
す
が
、
幹
線
か
ら
家
庭
ま
で
は
申
し
込

み
が
あ
っ
て
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
工
事
し
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
が
遅
か
っ
た
り
、
希
望

が
集
中
す
る
と
、
実
際
に
使
え
る
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
か
ら
の
初
期
費
用
補
助
は
申
し
込
み

先
に
関
係
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
人
数

や
期
間
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
各
社
の
割

引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
期
間
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
地
デ
ジ
を
見
る
場
合
、

屋
内
配
線
工
事
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
電
器
店
に
相
談

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｂ
Ｂ
光
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
フ

フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
利
用
料
は
、
戸
建
て

住
宅
で
は
月
５
４
６
０
円
。
こ
れ
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
放
送
、
電
話
な
ど

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
月
額
利
用
料

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

通
話
料
が
下
が
る
ひ
か
り
電
話
。
利
用
料

は
月
５
２
５
円
か
ら
。
現
在
の
家
庭
用
固
定

電
話
の
基
本
料
金
は
１
６
８
０
円
な
の
で
、

固
定
電
話
を
休
止
し
て
ひ
か
り
電
話
に
か
え

れ
ば
差
額
分
が
節
約
で
き
ま
す
。
回
線
を
複

数
契
約
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て

い
る
な
ら
、
ひ
か
り
電
話
に
し
た
方
が
か
え

っ
て
お
得
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
内
電
器
店
や
商
工
会
な
ど
で
意
向
利
用

希
望
把
握
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
、
量
販
店
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
か

ら
の
申
し
込
み
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
報
道

◯
利
用
意
向
把
握
書
は
お
早
め
に
　
市
内
指
定
電
器
店
で
受
付
中

◯
市
職
員
が
訪
問
や
電
話
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す

光の国へ

光の国から 

レ
ッ
ツ
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
、

「
フ
レ
ッ
ツ
・
テ
レ
ビ
」
と
「
ひ
か
り
Ｔ
Ｖ
」

の
２
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

フ
レ
ッ
ツ
・
テ
レ
ビ
は
、
月
額
６
８

２
・
５
円
加
算

●

●

で
ア
ン
テ
ナ
受
信
と
同
じ

よ
う
に
テ
レ
ビ
を
何
台
で
も
つ
な
げ
ら
れ
、

地
デ
ジ
の
ほ
か
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
も
受
信
で

き
ま
す
。

南
房
総
市
は
、
国
の
補
助
を
受
け
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
整
備
す
る
市
町
村
の
中
で

は
全
国
で
初
め
て
全
域
で
フ
レ
ッ
ツ
・
テ

レ
ビ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
方
こ
れ
ま
で
、
館
山
市
で
提
供
さ
れ

て
い
た
の
は
ひ
か
り
Ｔ
Ｖ
。
こ
ち
ら
は
テ

レ
ビ
１
台
ご
と
に
１
５
２
５
円
か
か
り
、

１
回
線
で
受
信
機
２
台
ま
で
し
か
接
続
で

き
ま
せ
ん
。

そ
こ
が
知
り
た
い

そ
こ
が
知
り
た
い 

光
フ
ァ
イ
バ
ー 

そ
こ
が
知
り
た
い 

月
々
い
く
ら
か
か
る
？

ど
こ
に
申
し
込
む
？

早
く
申
し
込
ん
だ
ほ
う
が
い
い
？

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
も
使
え
る
か
？

館
山
市
の
知
人
が
「
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
地
デ
ジ
を
見
る
と
高
く

て
不
便
」
と
言
っ
て
る
が
？

パ
ソ
コ
ン
で
き
な
い
け
ど

ネ
ッ
ト
を
や
り
た
い
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■デモスポ行事「ウォーキング」参加者募集
「デモンストレーションとしてのスポーツ行事（デモスポ行事）」は、都道府県代表の選手が競い合う
正式･公開競技と違い、国体開催地である都道府県にお住まいのみなさんが参加できます｡
県内３会場のうち市内の大房岬でもデモスポ行事「ウォーキング」が行われます。当日の受け付けも

できますので、ぜひご参加ください。
期　日 10月３日（日）午前９時受付　　スタート・ゴール 富浦中学校体育館前　　
場　所 大房岬周辺コース　　参加費 １人300円

■記録速報
県実行委員会では、ゆめ半島千葉国体の全競技・全試合の結果を速報します。
期　日 10月31日（日）まで
インターネット http://www.kirokukensaku.com/chiba2010/
携 帯 サ イ ト http://www.keitai.kyogikekka.com/chiba2010/

携帯サイトに簡単にア
クセスできます（未対
応機種があります）｡

９月25日（土）から千葉国体が開催されます｡千葉県で行われる37年ぶりの国民体育大会をぜひ、ご覧
ください｡

■応援でおもてなし
選手にとって何よりのおもてなしは、競技会場での応援です。ファインプレ
ーには惜しみない声援を送りましょう。声援を追い風に選手は戦います。選手
と観客が一緒になって大きな感動を分かち合いましょう。
特に、37年ぶりに千葉県で開催される本大会で、千葉県勢に活躍してもらう
ために、千葉県の選手には、ひときわ大きな声援をお願いします。

■ポスターコンクールを開催しました
千葉国体歓迎ポスターコンクールを開催したところ、結果は次のとおりで

した。（右の作品は、「中学生の部最優秀賞」富山中　小澤杏奈さんのもの）
対　　象 幼稚園児から中学生
応募総数 1,011作品

最優秀賞　入賞者

国体推進室　TEL 46－2964

いいいいよよよよいいいいよよよよ開開開開催催催催！！！！チーバくん通信
№5

市特設ロード・レースコース 
※一般公道を使用して行われる競技のため、当日はコース内を全面通行 
　止めとする交通規制が行われます。みなさんのご協力をお願いします｡ 

軟式野球競技 自転車ロード・レース競技 

日　程 9月26日（日）・27日（月） 

千倉総合運動公園野球場 
場　所 

9月26日（日） 

学　年 

小学4年生 

小学5年生 

小学6年生 

中学生  

学校名 氏　　名 

丸 小 学 校  

白 浜 小 学 校  

富 浦 小 学 校  

富 山 中 学 校  

小　島　愛　美さん 

押　本　瑞　妃さん 

小　柴　遼太郎さん 

小　澤　杏　奈さん 
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大
都
市
で
は
、
多
く
の
人
が
使
っ
て
い

る
公
共
交
通
。
し
か
し
、
南
房
総
市
を
は

じ
め
と
し
た
地
方
で
は
、
過
疎
化
・
少
子

化
、
そ
し
て
何
よ
り
自
動
車
社
会
の
進
行

に
よ
り
、
公
共
交
通
の
利
用
者
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
が
減
少
す
る
と
、
運
行
本
数
が

減
っ
て
い
き
、
ま
た
利
用
者
が
減
少
し
て

い
き
、
最
終
的
に
は
廃
止
に
な
る
…
…
。

公
共
交
通
は
、
車
を
運
転
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
生
活

の
足
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
南

房
総
市
に
と
っ
て
は
、
利
便
性
の
高
い

「
生
活
の
足
」
を
効
率
的
に
確
保
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｊ
Ｒ
内
房
線
は
、
館
山
自
動
車
道
の
全

線
開
通
に
よ
る
高
速
バ
ス
の
充
実
や
、
高

速
道
路
の
割
引
制
度
の
影
響
か
ら
、
乗
降

客
の
減
少
が
特
に
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。

鉄
道
の
良
さ
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
時

間
の
正
確
性
と
安
全
性
で
す
。
渋
滞
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
目
的
地
に
行
け

る
の
で
会
議
や
乗
り
継
ぎ
な
ど
、
時
刻
が

決
ま
っ
て
い
る
場
合
に
利
用
す
る
に
は
最

適
で
す
。

鉄
道
は
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
で
す
。
１

人
を
運
ぶ
の
に
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
の
量
は
、
自
家
用
自
動
車
の
９
分
の

１
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
負
荷
の
小
さ
い

鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
身
近

に
で
き
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

通
勤
や
通
学
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
「
鉄
道
」。
み
な
さ
ん
も
身
近
な
鉄
道

を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

み
ん
な
で
育
て
る
、
地
域
の
足

〜
公
共
交
通
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

時
間
の
正
確
性
・
安
全
性
が

鉄
道
の
良
さ

C
O
2
排
出
量
は
車
の
9
分
の
１

千葉～木更津～岩井～富浦～館山～千倉～千歳～南三原～和田浦～安房鴨川 

東京駅～ハイウェイオアシス富楽里～枇杷倶楽部～館山駅～千倉駅～安房白浜 

千葉みなと駅～千葉駅～ハイウェイオアシス富楽里～枇杷倶楽部～館山駅～千倉駅～白浜・野島崎 

横浜駅～（一部羽田空港経由）～ハイウェイオアシス富楽里～枇杷倶楽部～館山駅 

館山航空隊～なむや（一部小浜） 

館山駅～安房医師会病院～南三原駅前～和田浦駅入口～鴨川駅～亀田病院 

館山駅～安房医師会病院～平舘車庫 

千倉駅～（一部ゆらり経由）～平舘車庫～白間津～安房白浜 

館山駅～（豊房経由）～安房白浜 

安房白浜～北千倉～千歳駅前～安馬谷～南三原駅前～和田浦駅入口～鴨川駅～亀田病院 

館山駅～三芳～川谷～細田（一部山名経由） 

館山駅～三芳～平群車庫（一部大畑経由） 

館山駅～（神戸経由）～安房白浜 

館山駅～（西岬経由）～伊戸～フラワーパーク～安房白浜 

（フラワーパーク～安房白浜は休日運行） 

富浦駅～八束地区～（一部大房経由）～富浦駅 

富山国保病院～岩井地区～富山国保病院 

千歳駅～安馬谷～丸山支所前～川谷～大井細田 

南三原駅～南三原小～旧北三原小～上三原 

富浦駅～枇杷倶楽部～道の駅鄙の里～丸山支所前～（一部ローズマリー公園経由）～安房拓心高校前～和田福祉センター 

富山国保病院～平群地区～大井～子育て支援センター 

鉄道 

バス 

事業者 路線名 主な駅・バス停留所 

ＪＲ東日本 

ジェイアールバス関東・日東交通 

京成バス・日東交通・館山日東バス 

京浜急行バス・日東交通 

館山日東バス 

ジェイアールバス関東 

市営路線バス 

内房線 

なのはな号 

南総里見号 

横浜・羽田空港線 

市内線 

館山鴨川線 

館山千倉線 

千倉白浜線 

豊房線 

白浜-亀田病院線 

丸線（市の補助運行） 

平群線（市の補助運行） 

南房州本線 
 

洲の崎線 
 

富浦線 

富山線 
 

スクール混乗バス 
 

快速バス「うらら」 

デマンドやまなみ線 

市内を経由する公共交通（平成22年10月時点） 
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バ
ス
は
市
内
を
移
動
す
る
身
近
な
手
段

と
し
て
、
市
民
の
通
勤
・
通
学
、
病
院
や

買
い
物
に
出
か
け
る
と
き
の
足
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
マ
イ
カ
ー
以
外
で
の
来
遊
者

に
と
っ
て
は
、
移
動
の
手
段
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
民
間
事
業
者
が
運
行
す
る
バ

ス
と
、
市
が
直
接
運
行
、
ま
た
は
補
助
・
委

託
し
て
運
行
す
る
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
バ
ス
の
う
ち
、
民
間
事
業
者

が
運
行
す
る
バ
ス
（
高
速
バ
ス
を
除
く
）

に
つ
い
て
は
、
鉄
道
同
様
、
利
用
者
の
減

少
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
運
賃

収
入
だ
け
で
は
路
線
の
存
続
が
で
き
ず
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
や
県
の
補
助
を
受
け

て
運
行
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
利
用
者
が
減
少
し
て
い
く
場

合
、
最
終
的
に
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
路
線
も
全
国
的
に
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。バ

ス
の
利
用
者
の
減
少
を
食
い
止
め
る

の
は
、
簡
単
に
は
い
か
な
い
の
が
現
状
で

す
が
、
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
こ
と
で
地
域

に
安
心
感
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
利
用
が
望
ま

れ
ま
す
。

今
後
は
、
単
な
る
「
バ
ス
」
で
は
な
く
、

よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
バ
ス
の
運
行
や
、

電
気
自
動
車
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
い

っ
た
環
境
に
や
さ
し
い
バ
ス
の
運
行
な
ど

も
検
討
課
題
で
す
。

富浦と和田を結ぶ快速バス「うらら」

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
に
は
、
地
域

全
体
で
公
共
交
通
を
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

現
在
、
市
で
は
、
国
、
県
、
交
通
事
業

者
、
市
内
の
利
用
者
代
表
な
ど
と
と
も
に
、

「
南
房
総
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
」
を
設
立
し
、
国
の
支
援
を
受
け
実
証

実
験
を
行
い
、
地
域
に
あ
っ
た
公
共
交
通

網
の
検
討
・
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課

℡
33
│
１
０
０
１

バ
ス
運
行
で
地
域
に
安
心
感

地
域
全
体
で
取
り
組
む

公
共
交
通

デマンド型乗合タクシー「やまなみ往復線」の運行区間 
─10月1日から一部変更─ 

　昨年10月から実証運行を行っている「やまなみ往復線」
の運行区間のうち富山国保病院から上三原くすの木までを、
富山国保病院から大井橋、川谷経由で子育て支援センタ
ーまでに変更します。 

　これに伴い、やまなみ往復線および市営路線バス富山
線の時刻を一部変更します。 
　なお、関係地区にはチラシを配布します。みなさんの
ご理解とご協力をお願いします。 

日
東
バ
ス
平
群
線
（
館
山
方
面
） 

日
東
バ
ス
丸
線
（
館
山
方
面
） 

市
営
路
線
バ
ス
富
山
線
（
岩
井
駅
方
面
） 

富
山
国
保
病
院 

天
神
郷 

瀬
波
戸 

外
野 

荒
川 

山
田 

大
井
橋 

川
谷 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

やまなみ循環線 
やまなみ往復線 

地域に根ざした公共交通網の構築 

実証結果を検証 
新たな実証実験 

快速バス「うらら」や 
デマンド型乗合タクシー 
の実証運行 

国 

南房総市 交通事業者 

千葉県 

地域住民 

南房総市地域公共交通活性化協議会 
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■検診無料クーポン券を送付しました
がん検診受診率50パーセントを目標に、女性特有のがん検診事業を進めています。一定の対象

年齢の女性に子宮頸
けい

がんと乳がんの無料検診を行います。対象者には受診のための検診無料クー
ポン券と検診手帳を9月上旬に送付しました。
■乳がんは40歳代で多く・子宮頸がんは20歳代から30歳代で増加

女性特有のがんである「乳がん」「子宮頸がん」は比較的若い世代に多いがんです。乳がんは、
女性ホルモンの影響を受けやすい40歳代の女性で最も多く、ウイルス感染が主な原因となる子宮
頸がんは、近年20歳から30歳代で増えています。
がんは、早期発見・早期治療が可能な病気です。この機会に女性特有のがん検診を受診してく

ださい。
対　　象 平成22年4月20日時点で市に住民登録があり、下表の生年月日に該当する女性

検診方法
子宮頸がん
子宮の頸部の細胞をこすりとり、異常な細胞がないか顕微鏡で見る検査です。がん以外にも、

将来がんになる可能性が高いといわれる異形成という病変が見つかることもあります。
乳がん
乳がん検診では、｢視触診検査｣と｢マンモグラフィ検査｣の2つの検査を行います。
視触診検査　乳房の色、くぼみや腫れがないか、しこりなどがないか、医師が乳房とわきの下
を確認する検査です。

マンモグラフィ検査 乳房専用のレントゲン撮影による検査です。乳房を板で挟んで圧迫し、
X線撮影を行います。人によっては少し痛みを伴うこともありますが、がんの早期発見に有
効とされています。

女性特有のがん検診が
無料で受けられます 問い合わせ問い合わせ  健康増進課健康増進課  TEL  36  TEL  36－11521152問い合わせ  健康増進課  TEL  36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

子宮頸がん検診 

20歳 

25歳 

30歳 

35歳 

40歳 

平成 元 年4月2日～平成  2年4月1日 

昭和59年4月2日～昭和60年4月1日 

昭和54年4月2日～昭和55年4月1日 

昭和49年4月2日～昭和50年4月1日 

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日 

乳がん検診 

40歳 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日 

昭和39年4月2日～昭和40年4月1日 

昭和34年4月2日～昭和35年4月1日 

昭和29年4月2日～昭和30年4月1日 

昭和24年4月2日～昭和25年4月1日 

クーポン有効期間 平成22年9月1日から平成23年3月31日まで
受診方法 クーポン券に同封されている案内文により受診してください。クーポン券は下表の実施

医療機関以外では利用できません。

対象年齢・生年月日

 

 

 

実施医療機関 
 検診の種類 検診料金 医 療 機 関 名 

子宮頸がん 

乳　が　ん 

無料 
青木内科クリニック、青木医院、勝山クリニック、亀田クリニック、貴家医院、清川医院、 
ファミール産院 

安房地域医療センター、亀田クリニック、館山病院 

－特定の年齢の人対象－



アルミ缶
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みなさんの家庭や職場などで、ごみとして捨てられている物の中には、まだ再利用できるものが含まれ
ているかもしれません。ごみを捨てる前に、もう一度良く考え、ごみの分別をしましょう。また、ごみは
「市のごみの分け方・出し方」を参考に、決められた収集日、場所、時間内に正しく出してください。
※10月の3R推進月間に備え、ごみを減らす、くり返し使う、再利用するといった3R運動を心がけ、ごみ
減らしに努めましょう。

Ｎo.39
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課  TEL 33－1053

混ぜれば「ごみ」、
分ければ「資源」

身のまわりの再利用できるものを探してみよう

エコキャップ運動にご協力ありがとうございます

新聞紙、広告チラシ、雑
誌、ダンボール、紙パック
など、紙類は、古紙として
回収され、再び製紙工場に
運ばれ、新しい紙に生まれ
変わります（再利用に適さ
ない紙類もあります）｡
古紙は、種類ごとに分別

し、ヒモで十字にしばり、
雨などに濡れないように出
しましょう｡

広告チラシの裏面が白紙のも
のやミスコピーの紙をメモ紙に
して再利用してみましょう｡

丸山中学校の生徒会のみなさん

これらの識別マークをご存じですか？
マークを参考に、ごみの分別をしましょう｡

お願い
ペットボトルのフタに付いてい

る値札やキャンペーンシールは、
はがしてから出してください｡

エコキャップの回収量
（平成22年8月時点）

累計　　　　　 6,306㎏
個数　　　　2,522,320個
※ポリオワクチン

3,152人分
（1㎏を400個として計算し、800
個で1人分のポリオワクチンに変
わります）

スチール缶

ペットボトル

紙製容器包装

プラスチック製容器包装

紙（古紙）のリサイクル

丸小学校の児童会のみなさん

館山ベイロータリークラブのみなさん 館山海上自衛隊のみなさん
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ま
ち
の
話
題

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

７
月
28
日
（
水
）、
白
浜
地
区
在
住
の
星

野
善
太
郎
さ
ん
か
ら
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
市
に
現
金
20
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

市
防
災
協
力
会
※
は
、
７
月
５
日
（
月
）

か
ら
７
日
（
水
）
に
か
け
て
市
内
の
市
道
な

ど
で
草
刈
り
奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
加
盟
36
社
か
ら
１
０
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

※
市
防
災
協
力
会
と
は

市
内
の
建
設
業
者
を
中
心
と
し
、
公
共

の
防
災
や
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
現
在
で
は
会
員
36

社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
富
楽
里
と
み
や
ま
前
の
一
部
供

用
さ
れ
て
い
た
県
道
外
野
勝
山
線
市
部
バ

イ
パ
ス
が
、
７
月
30
日
（
金
）
午
前
11
時

に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
道
の
駅
富
楽
里

と
み
や
ま
側
か
ら
道
路
が
開
放
。
渡
り
初

め
に
集
ま
っ
た
10
数
台
の
一
般
車
両
が
、

次
々
に
新
し
い
道
を
通
り
ま
し
た
。

富
津
館
山
道
路
・
鋸
南
富
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
市
街
地
を
通
ら
ず
に
、
三

芳
方
面
へ
の
行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の
で
７

月
31
日
（
土
）、「
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
の

日
」
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

親
子
は
24
組
（
大
人
34
人
・
子
ど
も
33
人
）

で
、
０
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
の
作
っ
た

竹
製
の
水
鉄
砲
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
で
、
童

心
に
返
っ
た
お
父
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

水
遊
び
の
あ
と
、
ほ
の
ぼ
の
で
収
穫
し

た
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
を
使
っ
た
ピ
ザ
を

参
加
者
全
員
で
試
食
し
、
食
育
に
つ
い
て

の
理
解
も
深
め
ま
し
た
。

８
月
７
日
（
土
）、
道
の
駅
「
富
楽
里

ふ

ら

り

と

み
や
ま
」
で
、
会
場
内
に
竹
燈
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
配
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
出
身
グ
ル
ー
プ
「
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ

ｎ
ｅ
（
コ
コ
ロ
ネ
）」
に
よ
る
演
奏
で
、
和

田
英
二
さ
ん
の
ギ
タ
ー
、
山
口
靖
代
さ
ん

の
電
子
ピ
ア
ノ
に
よ
り
、
自
作
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

竹
燈
は
、
地
元
産
の
竹
材
を
有
効
活
用

し
よ
う
と
地
元
有
志
の
グ
ル
ー
プ
「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
竹
燈
（
エ
コ
ム
ち
く
と
う
）」
メ
ン
バ

ー
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
開
発
し

た
も
の
で
、
７
月
31
日
（
土
）
か
ら
８
月

７
日
（
土
）
ま
で
富
楽
里
で
点
燈
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
竹
燈
の
活
動
は
、
市
民
提
案

型
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
部
バ
イ
パ
ス
開
通

お
父
さ
ん
と
遊
ん
だ
よ

道
の
駅
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

福
祉
に
寄
付

市
防
災
協
力
会
に
よ
る
草
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

草刈り作業の様子（白浜地区）

開通したバイパスを走る車輌

水遊びで楽しむ参加者

道の駅で開催されたミニコンサート
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て
い
ま
し
た
。

元
順
号
は
、
２
３
０
年
前
の
安
永
９
年

（
１
７
８
０
）、
中
国
か
ら
日
本
に
向
け
て

航
海
中
台
風
に
あ
い
、
１
５
０
日
間
漂
流

し
、
記
念
碑
前
の
海
上
に
座
礁
。
地
元
民

の
救
助
活
動
に
よ
り
、
78
人
の
乗
組
員
全

員
が
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

乗
組
員
は
、
２
カ
月
間
に
お
よ
ぶ
地
元

民
の
国
境
を
越
え
た
手
厚
い
看
護
で
健
康

を
取
り
戻
し
、
全
員
無
事
に
ふ
る
さ
と
に

帰
る
こ
と
が
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
あ
き
る
の
市
在
住
の
70
歳
代
の

女
性
か
ら
、
市
に
お
礼
の
手
紙
が
届
き
ま

し
た
。

「
家
族
で
初
め
て
訪
ね
た
富
浦
で
、
温

と
、
市
で
の
活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

日
中
韓
青
少
年
歴
史
体
験
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
８
月
６

日
（
金
）
南
千
倉
海
岸
に
あ
る
清
国
船
元げ

ん

順じ
ゅ
ん号
遭
難
救
助
の
碑
を
訪
れ
、
史
実
を
研

究
し
て
い
る
保
坂
明
さ
ん
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

説
明
は
中
国
語
、
韓
国
語
に
そ
れ
ぞ
れ

通
訳
さ
れ
、
２
３
０
年
前
の
国
を
超
え
た

救
助
活
動
の
話
に
参
加
者
は
、
興
味
深
そ

う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

説
明
し
た
保
坂
さ
ん
は
「
史
実
の
紹
介

が
日
中
友
好
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
う
れ

し
い
。
日
本
在
住
の
中
国
人
が
こ
の
地
を

訪
れ
て
く
れ
る
の
を
望
み
ま
す
」
と
語
っ

か
な
親
切
を
た
く
さ
ん
受
け
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
小
さ
な
心
遣
い
で
も
観
光
の

大
き
な
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

小
雨
の
な
か
、
歩
く
の
に
困
っ
て
い
た

と
き
に
元
気
倶
楽
部
で
荷
物
を
預
か
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
と
き
の
温

か
さ
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
家
族
は
、
当
地
が
大
好
き
に
な
り
ま

し
た
」。

取
材
に
訪
れ
た
際
、
と
み
う
ら
元
気
倶

楽
部
前
の
バ
ス
停
で
は
、
30
分
ほ
ど
の
あ

い
だ
に
高
速
バ
ス
が
４
台
発
着
し
て
い
ま

し
た
。
訪
れ
る
観
光
客
の
み
な
さ
ん
と
迎

え
る
地
元
の
み
な
さ
ん
と
の
間
で
、
た
く

さ
ん
の
心
の
触
れ
あ
い
が
生
ま
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

市
の
新
し
い
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）

と
し
て
、
ポ
ー
イ
ン
・
フ
ァ
ン
さ
ん
（
25
）、

市
教
育
委
員
会
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
、
キ
ン
バ
リ
ー
・
ヘ
ン
ダ

ー
ソ
ン
さ
ん
（
24
）、
ネ
イ
サ
ン
・
ゴ
ー
ル

ド
バ
ー
グ
さ
ん
（
24
）
が
８
月
４
日
（
水
）、

着
任
し
ま
し
た
。

ポ
ー
イ
ン
さ
ん
は
企
画
政
策
課
に
配
属
、

市
の
国
際
化
の
推
進
や
市
民
の
国
際
交
流

を
進
め
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身

で
す
が
、
京
都
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
弓
道
を
学
ん
で
み
た
い
と
い
う

希
望
が
あ
り
ま
す
。

中
学
生
の
英
語
教
育
の
助
手
を
務
め
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
出
身

の
キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
は
富
浦
中
学
校
に
勤

務
、
オ
レ
ゴ
ン
州
出
身
の
ネ
イ
サ
ン
さ
ん

は
千
倉
中
学
校
に
勤
務
し
ま
す
。

キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
の
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
。

日
本
で
は
生
け
花
を
体
験
し
た
い
そ
う
で

す
。
ネ
イ
サ
ン
さ
ん
は
、
日
本
文
学
に
詳

し
く
、
大
江
健
三
郎
が
好
き
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

３
人
と
も
大
学
で
日
本
語
を
専
攻
し
、

日
本
の
大
学
へ
の
留
学
経
験
も
あ
っ
て
、

日
本
文
化
に
詳
し
い
よ
う
で
す
。

石
井
市
長
を
訪
ね
、「
南
房
総
市
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
」

Ｃ
Ⅰ
Ｒ
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任

遭
難
救
助
の
碑
前
で
説
明

富
浦
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た

左からポーインさん、石井市長、キンバリーさん、
ネイサンさん

説明を聞く参加者

バス停に発着する高速バス
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試
験
日

11
月
28
日
（
日
）

場
所

県
立
館
山
総
合
高
等
学
校

受
験
料

甲
種
５
０
０
０
円
、
乙

種
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７
０

０
円

受
付
期
間

10
月
５
日
（
火
）
か

ら
10
月
14
日
（
木
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
願
書
は
受
付
場
所
で
受
け

付
け
の
１
週
間
前
か
ら
配

布
し
ま
す
。

受
付
場
所

安
房
郡
市
消
防
本
部

予
防
課
、
鴨
川
消
防
署
、
千
倉

分
署
、
鋸
南
分
署

▼
試
験
の
た
め
の
受
験
者
講
習
会

講
習
日

10
月
29
日
（
金
）

場

所

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料
な
ど

６
１
０
０
円

※
乙
種
第
４
類
の
問
題
集
は

別
売
り
で
１
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ

安
房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課

℡
22
│
２
２
３
４

条
例
は
、
無
秩
序
な
林
地
開
発

行
為
を
防
ぎ
、
森
林
の
公
益
的
機

能
が
十
分
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
し
ま
し
た
。

制
定
に
よ
り
、
林
地
開
発
行
為

を
行
う
場
合
、
各
種
手
続
き
の
義

務
化
や
条
例
義
務
違
反
者
に
対
す

る
措
置
命
令
な
ど
の
処
分
規
定
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

安
房
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
企
画

振
興
課
　
℡
22
│
７
１
３
１

９
月
下
旬
の
ゆ
め
半
島
千
葉
国

体
、
11
月
に
は
神
奈
川
県
横
浜
市

で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力
会
議
）
が
開
か
れ
、
国
際

テ
ロ
活
動
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

爆
発
物
の
原
材
料
と
な
る
薬
剤

の
不
審
な
購
入
者
な
ど
、
不
審
情

報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

館
山
警
察
署

℡
23
│
０
１
１
０

10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯

を
対
象
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま

す
。９

月
下
旬
か
ら
調
査
員
証
と
腕

章
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
性
別
、
誕
生
日
、

職
業
、
住
居
の
種
類
な
ど
で
す
。

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封

筒
に
入
れ
て
封
を
し
て
調
査
員
に

渡
し
て
い
た
だ
く
か
、
市
へ
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
外
部

に
も
れ
な
い
よ
う
に
厳
重
に
管
理

し
、
集
計
が
完
了
し
た
後
に
は
完

全
に
溶
か
し
、
再
生
紙
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課

℡
33
│
１
０
０
３

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

10
月
１
日
施
行

千
葉
県
林
地
開
発
行
為

等
の
適
正
化
に
関
す
る

条
例

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

危
険
物
取
扱
者
試
験

国
際
テ
ロ
防
止
対
策
に

協
力
を

暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 
8月24日（火）に実施されました
●市議会第3回定例会
●特産品製造への補助
●木質バイオマス利活用促進事業

8月定例記者会見

今月の表紙　　｢初秋の風景」石田詩子さん（千倉地区）
小学校の通学路途中で見られる風景です。描いたのは30年ほど前

です。当時は広がっていた水田ですが、今ではだいぶ畑に変わりまし
た。子どもの頃から海、山、花など風景画を描くのが好きでした。台
所がアトリエでした。作品は水彩画で画用紙の大きさです。
今までの写経が1,100巻となり、一段落したので昔のようにまた

絵を描き始めようかと思っています。

今月の表紙



152010年9月号

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
大
学

な
ど
に
入
学
が
決
定
ま
た
は
在
学

す
る
者
に
、
修
学
上
必
要
な
学
資

を
貸
し
付
け
ま
す
。

年
度
途
中
か
ら
で
も
貸
し
付
け

申
請
が
で
き
ま
す
。

貸
付
条
件
　

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
引
き

続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
者
ま
た
は
、
市
内
に
住
所

を
有
し
、
引
き
続
き
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
者
の
子
弟

②
学
業
成
績
が
す
ぐ
れ
、
性
行

が
正
し
い
者
　

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学

が
困
難
な
者

※
選
考
基
準
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
金
額
（
月
額
）

高
等
学
校
　
　
　
２
万
円
以
内
　

専
修
学
校
専
門
課
程４

万
円
以
内

大
学
　
　
　
　
　
４
万
円
以
内

※
専
修
学
校
専
門
課
程
と
大

学
は
、
入
学
準
備
金
と
し

て
30
万
円
以
内
（
１
回
の

み
）
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
利
子

無
利
子

償
還
方
法

貸
付
期
間
満
了
月
か

ら
起
算
し
て
１
年
後
か
ら
、
貸

し
付
け
を
受
け
た
倍
の
期
間
内

に
月
賦
均
等
方
式
に
よ
り
、
償

還
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
　
℡
46
│
２
９
６
２

教
育
委
員
会
で
は
、
生
活
保
護

世
帯
や
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
を
対

象
に
就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

「
就
学
費
用
援
助
制
度
」
は
、

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
、
給
食
費
や
学
用
品
費
な

ど
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課

℡
46
│
２
９
６
２

９
月
末
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
４
月

分
か
ら
受
給
　
10
月
以
降
の
申
請

は
翌
月
分
か
ら
受
給

平
成
22
年
４
月
か
ら
「
児
童
手

当
」
が
「
子
ど
も
手
当
」
に
変
わ

り
、
受
給
の
た
め
に
新
た
に
申
請

が
必
要
な
人
が
い
ま
す
。

下
表
②
、
③
、
④
に
該
当
し
、

申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早

急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
30
日
ま
で
の
申
請
は
、
４

月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
ま

す
が
、
10
月
１
日
以
降
の
申
請
は
、

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
の
手

当
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
当
の
受
給
者
は
、
父
か
母
の

う
ち
、
子
ど
も
の
生
計
を
維
持

す
る
程
度
の
高
い
人
に
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

℡
36
│
１
１
５
３

奨
学
資
金
貸
付
制
度

就
学
費
用
援
助
制
度

子
ど
も
手
当
の
申
請
を

お
忘
れ
な
く

●富浦地区原岡海岸の夕景。天候が
良いと富士山に沈む夕日が見られ
ます（8月5日撮影）。

事　　　　例 申　請　方　法 

子ども手当ての申請　　※公務員の人は勤務先で申請をしてください 

①平成22年3月まで児童手当を受給
　していた人で、中学校2、3年生の
　子どもがいない人  

②中学校2、3年生の子どもがいる人 
③平成21年度児童手当の申請をしたが、
　所得制限限度額超過で手当てを受給 
　できなかった人 

申請が必要です 
　4月に市から郵送された申請書を記
入し、同封の返信用封筒により、郵送
で申請してください。 

④上記①、②、③に該当しない人で、
　中学校3年生以下の子どもがいる人 

申請が必要です 
　印鑑、申請者の保険証、申請者名義
の通帳を持参し、子育て支援課、市民
課、支所（三芳支所を除く）のいずれ
かで、認定請求書を提出してくださ

手続きの必要はありません 
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ま
す
。
早
急
に
市
水
道
指
定

工
事
店
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

業
務
課
　
℡
46
│
２
９
５
３

建
設
業
を
営
む
事
業
主
が
現
場

で
働
く
人
を
対
象
に
加
入
し
、
次

の
よ
う
な
特
長
が
あ
り
ま
す
。

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
公
共
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る

た
め
の
経
営
事
項
審
査
で
加
算

評
価
の
対
象

・
掛
け
金
は
税
法
上
全
額
非
課
税

・
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て

計
算

掛
け
金

日
額
３
１
０
円

問
い
合
わ
せ

建
退
共
千
葉
支
部

℡
０
４
３
│
２
４
６
│
７
３
７
９

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予

防
週
間
で
す
。
自
殺
で
亡
く
な
る

人
の
数
は
全
国
で
年
間
３
万
人
を

超
え
、
交
通
事
故
で
亡
く
な
る
人

の
５
倍
に
の
ぼ
り
ま
す
。

多
く
の
自
殺
は
個
人
的
な
問
題

と
い
う
よ
り
、
社
会
的
要
因
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
関
係
し

て
、
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
で
あ
り
、
防
ぐ
こ
と
の
で
き

る
社
会
問
題
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
な
ど
で
、
私
た
ち

が
で
き
る
自
殺
予
防
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予

防
の
た
め
の
行
動

■
ス
テ
ッ
プ
１
　
気
づ
き

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い

て
、
声
を
か
け
る

・
発
言
や
行
動
の
変
化
、
体
調
の

変
化
な
ど
に
敏
感
に
な
り
、
相

手
が
発
し
て
い
る
サ
イ
ン
に
な

る
べ
く
早
く
気
づ
く
。

・
変
化
に
気
づ
い
た
ら
「
眠
れ
て

い
ま
す
か
？
」
な
ど
、
自
分
に

で
き
る
声
か
け
を
し
て
い
く
。

■
ス
テ
ッ
プ
２
　
傾
聴

け
い
ち
ょ
う

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る

・
悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
時

間
を
か
け
て
で
き
る
限
り
傾
聴

す
る
。

・
話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴
え
や

気
持
ち
を
否
定
し
た
り
、
表
面

的
な
励
ま
し
を
し
た
り
す
る
こ

と
は
逆
効
果
で
す
。
相
手
を
大

切
に
思
う
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

■
ス
テ
ッ
プ
３
　
つ
な
ぎ

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

促
す

・
公
的
相
談
機
関
や
医
療
機
関
な

ど
に
つ
な
げ
る
。

・
相
談
を
受
け
た
側
も
、
一
人
で

は
抱
え
込
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
上
で
、
家
族
や

友
人
、
職
場
の
上
司
な
ど
の
協

力
を
求
め
る
。

■
ス
テ
ッ
プ
４
　
見
守
り

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る

・
体
や
心
の
状
態
に
つ
い
て
自
然

な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
、
あ
せ

ら
ず
に
優
し
く
寄
り
添
い
な
が

ら
見
守
る
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　

℡
36
│
１
１
５
１

メ
ー
タ
ー
交
換
業
務
の
た
め
、

10
月
１
日
（
金
）
か
ら
10
月
29
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
市
の
水
道
指

定
業
者
が
宅
内
に
立
ち
入
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
（
富
浦
・
三
芳
地
区
を
除

く
）。

水
道
メ
ー
タ
ー
で
漏
水
の
点
検
を

水
道
使
用
量
が
急
に
増
え
る
原

因
の
一
つ
に
漏
水
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
で
確

認
で
き
ま
す
。
定
期
的
な
点
検
を

お
勧
め
し
ま
す
。

営
業
な
ど
で
使
用
水
量
が
多
い

事
業
所
な
ど
で
は
、
毎
日
、
決
ま

っ
た
時
間
に
メ
ー
タ
ー
を
読
ん
で

水
量
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
漏
水
確
認

１

家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
締
め

た
状
態
に
す
る
。

２

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
マ
ー
ク(

写
真
参
照)

を
確

認
す
る
。

・
わ
ず
か
で
も
回
っ
て
い
れ

ば
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

を
行
い
ま
す

自
殺
は
社
会
的
な
問
題
で
す

建
設
現
場
で
働
く
人
の

退
職
金
制
度

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 
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今
年
の
６
月
、
南
ア
フ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
代
表
の
コ
ー
チ
だ
っ

た
加
藤
好
男
さ
ん
の
講
演
会
で

す
。

日
時

９
月
24
日
（
金
）

午
後
７
時
15
分

場
所

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

演
題

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ

リ
カ
　
日
本
代
表
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
へ
の
道
の
り

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

館
山
総
合
高
校
　
石
川
　
浩
一
　

携
帯
０
９
０
│
３
３
１
２
│
３
８
４
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
に
関
心
の

あ
る
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を

考
え
て
い
る
人
に
対
す
る
講
座
・

相
談
会
で
す
。

日
時

10
月
３
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所

千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

定
員

80
人

内
容

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
講
座

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク
ラ
ブ
　

牧
野
昌
子
さ
ん

テ
ー
マ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知

識
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
魅
力
、

活
動
の
心
得
な
ど

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
の

ポ
イ
ン
ト
講
座

講
師

千
葉
県
県
民
活
動
・
文

化
課
職
員

テ
ー
マ

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
、

法
人
運
営
の
留
意
点
な
ど

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
な
ど
に
関

す
る
個
別
相
談
会

講
座
閉
会
後
に
開
催
。
事
前

申
し
込
み
制
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
　
℡
33
│
１
０
０
５

日
時

10
月
24
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

亀
田
総
合
病
院
　
Ｋ
タ
ワ

ー
13
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容講

演

「
妊
娠
の
た
め
の
薬
、

が
ん
、
性
生
活
に
つ
い
て
〜

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

〜
」
医
師
　
己
斐
秀
樹
さ
ん
、

「
不
妊
治
療
の
経
験
を
通
し

て
」
患
者
代
表

体
験

「
エ
コ
Ａ
Ｒ
Ｔ
で
エ
コ

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
〜
リ
サ
イ
ク
ル
で

手
作
り
体
験
〜
」

費
用

無
料
　
先
着
50
人

申
込
方
法

参
加
者
氏
名
・
人

数
・
住
所
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記

し
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

亀
田
総
合
病
院
不
妊
生
殖
セ
ン
タ
ー

℡
０
４
│
７
０
９
２
│
２
２
１
１

E

│m
ail

harm
ony.art@

kam
eda.jp

日
時

10
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

場
所

ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
館
山
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
コ
ー
ト
・
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ー
ト

内
容

介
護
技
術
実
演
、
高
齢
者

擬
似
体
験
、
福
祉
用
具
展
示
、

進
学
・
就
職
相
談
ほ
か

問
い
合
わ
せ

知
的
障
害
者
入
所

更
正
施
設
　
中
里
の
家
　

℡
28
│
２
０
２
２

県
内
在
住
の
外
国
人
が
地
域
社

会
の
中
で
感
じ
、
考
え
、
発
見
し

た
こ
と
を
題
材
に
し
て
、
日
本
語

で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。

日
時

11
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時

場
所

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

応
募
資
格

県
内
在
住
外
国
人

（
日
本
で
の
在
住
期
間
７
年
以
内
）

申
込
書
の
入
手
方
法

南
房
総

市
、
館
山
市
、
鴨
川
市
、
鋸
南

町
の
各
役
所
窓
口
、
県
南
総
文

化
ホ
ー
ル
の
受
け
付
け
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

募
集
人
数

初
級
８
人
、
上
級
５
人

テ
ー
マ
・
発
表
時
間

自
由
。

５
分
以
内
（
原
稿
使
用
可
）

応
募
方
法

発
表
内
容
を
日
本

語
で
４
０
０
字
程
度
に
要
約
し
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
て
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切

９
月
30
日
（
木
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
２
９
４
│
０
０
４
５

館
山
市
北
条
７
４
０
│
１

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
事
務
局
（
県
南
総
文
化
ホ
ー

ル
内
）

℡
22
│
１
８
１
１
　

FAX
22
│
１
８
３
４

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
本
代
表
コ
ー
チ
講
演
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座

in
南
房
総

不
妊
治
療
講
演
会

介
護
体
験
フ
ェ
ア

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
in
Ａ
Ｗ
Ａ

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

も
よ
お
し 

も
よ
お
し 

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

iiiinnnnffffoooorrrrmmmmaaaattttiiiioooonnnn
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が
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
な
ら
で
は
の
優
遇
措
置

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節

税(

支
払
額
の
15
％
か
ら
30
％

程
度)

に
つ
な
が
り
ま
す
。

保
険
料
の
国
庫
補
助
制
度

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を

し
て
い
る
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
人
に
は
、
国
か
ら
月
額

最
高
１
万
円
（
通
算
・
最
大
で

２
１
６
万
円
）
の
保
険
料
補
助

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
庫
補
助

額
は
、
農
地
な
ど
の
経
営
継
承

を
す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例

付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会

℡
33
│
１
０
８
１

Ｊ
Ａ
各
支
店

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以

上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶

者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従

事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
に
運
用
さ
れ
ま
す
。
自
ら
積

み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
（
付
利
）
に
よ
り
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立

方
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年

金
で
す
。

保
険
料
の
額
は
自
由
に
選
択

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額

に
応
じ
て
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
自
由

に
決
め
ら
れ
ま
す
。

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
生

涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
80
歳

前
に
亡
く
な
っ
て
も
、
死
亡
し

た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
額

農
業
者
年
金
加
入
者

平群小学校
戸倉　綾希さん

・作り方
①ゆで卵をつくる｡
② ナバナを塩ゆでする｡
③ ゆであがったらナバナを絞り、食べやすい大きさに切る｡
④ ゆで卵と魚肉ソーセージを切る｡
⑤ 材料全部を塩・こしょう・マヨネーズであえてできあがり｡

・材料（4人分）
ナバナ　1束、卵　2個、魚肉ソーセージ　1本、マヨネーズ
大さじ3、塩・こしょう　適量

地産地消運動2009
料理コンテスト
応募作品です

なばなサラダ

平群小学校
梨　沙那さん

・作り方
①みじん切りのにんにくと鷹の爪、オリーブオイルをフライ
パンで熱し、香りが出てきたら薄切り玉ねぎ、殻付アサリ、
こんぶ茶を入れて蒸す｡

②①と同時に、パスタとナバナをゆで始める｡5分ほどでナバ
ナを取りだし、一口大に切っておく｡

③ ゆであがったパスタとゆで汁、切ったナバナを②のフライパ
ンに入れて味をなじませる｡塩で味をととのえてできあがり｡

・材料（3人分）
鷹の爪　少々、パスタ　300g、殻付アサリ　400g、ナバナ
1束、玉ねぎ　1個、にんにく　2～3個、オリーブオイル
少々、こんぶ茶　適量

なの花ボンゴレ

白浜小学校
齊藤　竜都さん

・作り方
①はばのりを網で焼いて、少しお湯を加えておく｡
② フライパンに油をひいて卵を炒める｡
③ 卵が焼けたらご飯とはばのりを入れる｡
④塩、こしょう、しょう油を入れて味つけをし、塩ゆでナバ
ナを盛り付けてできあがり｡

・材料（1人分）
はばのり　1枚、卵　1個、ご飯　茶碗1杯、塩・こしょう・
しょう油　適量、ナバナ（飾りつけ用） 適量

はばチャーハン

南房総食材使用 
～みんなで食べたい家族ごはん～ 第 6 回 

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 
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昔
む
か
し
、
増
間
村
に
、
二
日
二
晩
も
の
す
ご

い
大
雨
が
降
り
、
水
神
様

す
い
じ
ん
さ
ま

を
祀ま
つ

っ
て
あ
っ
た
川
の

中
の
島
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

信
心
深
い
村
人
た
ち
は
、
大
勢
で
川
を
下
り
な

が
ら
島
を
探
し
ま
し
た
が
、
見
付
か
ら
ず
、
海
へ

出
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

皆
み
ん
なが
っ
か
り
し
ま
し
た
が
、

「
つ
い
で
に
海
も
探
し
て
ん
べ
え
」
と
船
を
雇や
と

い
、
那
古
船
形
の
海
岸
沿
い
に
多
田
良
村
の
大
房

岬
の
端は
な

ま
で
き
ま
す
と
、
そ
こ
に
似
た
島
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、

「
え
ら
く
大
き
ゅ
う
な
っ
た
が
、
俺お
ら

が
村
か
ら

流
れ
て
き
た
島
に
違ち
げ

え
ね
え
」
と
大
喜
び
し
て
、

引
い
て
帰
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
動

か
な
い
の
で
、
仕
方
な
く
「
増
間
ま
す
ま

島
」
と
名
付
け

て
水
神
様
を
祀
り
、
村
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
多
田
良
村
の
人
た
ち
は
、

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
話
が
あ
る
か
、
あ
の
島
は
大

昔
か
ら
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
」
と
言
っ
た
そ
う
で

す
が
、
増
間
村
で
は
一
人
残
ら
ず
、
自
分
た
ち
の

見
付
け
た
島
は
、
本
当
に
増
間
か
ら
流
れ
て
い
っ

た
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
か
ら
、
正
月
と

秋
祭
り
に
な
り
ま
す

と
、
村
の
代
表
が
、

水
禍
す
い
か

が
起
き
な
い
よ

う
願
い
、
島
の
水
神

様
へ
供
物
を
持
っ
て

お
詣ま
い

り
に
行
き
ま
し

た
。

第53話
生稲謹爾

「海へ流れた島」

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
救
援

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

名
称

中
国
豪
雨
災
害
救
援
金
　

通
信
欄
に
「
中
国
豪
雨
災
害
」

と
記
入
す
る
。

口
座
番
号

０
０
１
１
０
│
２

│
５
６
０
６

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社

期
限

９
月
30
日
（
木
）

方
法

郵
便
振
替
（
送
金
手
数

料
は
無
料
）

注
意
事
項

受
領
証
を
希
望
の
人

は
、「
受
領
証
希
望
」
と
記
入
。

問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
振
興
課

℡
０
４
３
│
２
４
１
│
７
５
３
１

白
浜
地
域
づ
く
り
協
議
会

「
き
ら
り
」
で
は
10
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
周
辺

で
「
き
ら
り
楽
し
み
広
場
」
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
の
出
店

者
・
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

広
場
の
内
容
は
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス

な
ど
の
発
表
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
、
ビ
ー
サ
ン
飛
ば

し
大
会
、
昔
の
遊
び
で
す
。

募
集
内
容

①
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
料

１
区
画
５
０
０
円

対
象
者

安
房
郡
市
内
在
住
者

品

目

衣
料
、
食
品
、
野

菜
な
ど

※
食
品
の
出
店
に
は
営
業

許
可
証
が
必
要
で
す
。

②
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表

バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、
学

校
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
、

地
元
伝
統
芸
能
ほ
か

申
込
・
問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
協
議
会
「
き
ら

り
」
事
務
局
　

℡
38
│
３
８
５
５

（
白
浜
支
所
内
）

日
時

10
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

場
所

菜
の
花
ホ
ー
ル
（
館
山

市
北
条
１
７
３
５
）

内
容

不
動
産
の
相
続
・
売
買

な
ど
登
記
に
関
す
る
こ
と
、

多
重
債
務
、
そ
の
他
訴
訟
に

関
す
る
こ
と
な
ど

費
用

無
料
　
申
し
込
み
不
要

相
談
員

千
葉
司
法
書
士
会
館

山
支
部
所
属
の
司
法
書
士

問
い
合
わ
せ

村
田
事
務
所
（
館
山
支
部
会
員
）

℡
04
│
７
０
９
２
│
４
１
４
１

木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
と

し
て
、
耐
震
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

10
月
３
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

場
所

白
浜
公
民
館

費
用

無
料
　
予
約
制

予
約
・
問
い
合
わ
せ

建
設
部
管
理
課
　

℡
33
│
１
１
０
２

日
時

10
月
30
日
（
土
）
午
後

１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用

無
料
　
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

℡
０
４
３
│
２
２
５
│
４
５
６
７

「
き
ら
り
楽
し
み
広
場
」

出
店
者
・
出
演
者

総人口（－31） 
43，247人 

男（－18） 
 20，720人 
女（－13） 
 22，527人 
世帯数（＋13） 
 17，149世帯 

出生 19人 

死亡 57人 

転入 78人 

転出 70人 

人口の動き （平成22年9月1日現在） 
（　）内は前月比 

労
災
職
業
病
な
ん
で

も
相
談
会

住
宅
の
無
料
耐
震
相

談
会

そ
う
だ
ん 
そ
う
だ
ん 

救
援
金

無
料
法
律
相
談
会

携　帯
サイト

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを送信してください
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有
料
広
告

※

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告

主
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

寿司・仕出し料理

館山市安東29(九重)　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ0120-18-9148 
TEL 0470-22-9148　FAX 0470-22-9167

寿しレストラン

館山市安東29(九重) 
　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ　0120-18-9148 
　TEL　0470-22-9148

営業時間 
　11:00～21:00 
定 休 日 
　毎週月曜日(祭日の場合は営業)

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
９
月
号

平
成
22
年
９
月
９
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
℡
　
０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
　
TEL
33
│
１
０
０
５

私
た
ち
、
か
あ
さ
ん
の
味
工
場
組
合
は
、
三
芳
地
区
内

の
農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
り
、
平
成
8
年
に
発
足

し
た
農
産
物
加
工
グ
ル
ー
プ
で
す
。

三
芳
地
区
で
は
、
無
農
薬
・
低
農
薬
の
さ
ま
ざ
ま
な
農

産
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
あ
さ
ん
の
味
工
場
組
合

で
は
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
使
っ
て
「
自
分
の
家
族
に
も

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
食
品
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
味
噌
や

漬
物
、
お
菓
子
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
無
添
加
で
材
料
に
も
こ
だ
わ
っ
た
軈
本
物
の
味

と
安
心
の
「
三
芳
の
み
そ
」
軋
や
味
噌
漬
、
夏
み
か
ん
マ

ー
マ
レ
ー
ド
、
夏
み
か
ん
ピ
ー
ル
は
、
道
の
駅
「
三
芳
村
」

鄙ひ
な

の
里
を
中
心
に
販
売
し
、
地
元
客
だ
け
で
な
く
県
内
外

の
利
用
者
か
ら
も
、
と
て
も
好
評
で
す
。

ま
た
、
自
家
栽
培
の
生
姜
や
ナ
ス
を
使
っ
た
期
間
限
定

販
売
（
9
月
か
ら
2
月
）
の
な
め
味
噌
は
、
毎
年
予
約
注

文
が
入
る
ほ
ど
の
人
気
商
品
で
す
。

懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
を
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
筝

懐かしいおふくろの味をぜひどうぞ

材料にこだわった手づくり製品

〜
か
あ
さ
ん
の
味
工
場
組
合
〜

組
合
長
福
原
順
子
　
会
員

14
人


